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閉 会 平成３０年６月１２日 午後 ０時２９分 議長宣告 

応 招 議 員 

議席番号 氏   名 議席番号 氏   名 

１番 澤 上   勝 ２番 澤 上   訓 
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出 席 議 員 １３名 

欠 席 議 員 
９番 吉 村 敏 文 １２番 西 舘 秀 雄 

１６番 馬 場 正 治   

地方自治法第
121条の規定
により説明の
ため出席した
者の職氏名 

職     名 氏   名 職     名 氏   名 

町 長 成 田   隆 副 町 長 小 向 仁 生 

総 務 課 長 泉 山 裕 一 分 庁 サ ー ビ ス 課 長 松 林 政 彦 

企 画 財 政 課 長 成 田 光 寿 まちづくり防災課長 三 村 俊 介 

税 務 課 長 福 田 輝 雄 町 民 課 長 澤 田 常 男 

環 境 保 健 課 長 柏 崎 勝 徳 介 護 福 祉 課 長 田 中 淳 也 

農 林 水 産 課 長 西 舘 道 幸 商 工 観 光 課 長 久保田 優 治 

地 域 整 備 課 長 澤 口   誠 会 計 管 理 者 赤 坂 千 敏 

病 院 事 務 長 小 向 博 明 教 育 委 員 会 教 育 長 松 林 義 一 

学 務 課 長 柏 崎 和 紀 社会教育・体育課長 田 中 貴 重 

選挙管理委員会委員長 相 坂 一 男 選挙管理委員会事務局長 泉 山 裕 一 

農 業 委 員 会 会 長 山 崎 市 松 農業委員会事務局長 西 舘 道 幸 

監 査 委 員 名古屋 誠 一 監 査 委 員 事 務 局 長 小 向 正 志 
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本会議に職務
のため出席し
た者の職氏名 

事 務 局 長 小 向 正 志 事 務 局 次 長 高 橋 勝 江 

    

町 長 提 出 

議 案 の 題 目 

１ 報告第４号 平成２９年度おいらせ町一般会計継続費繰越計算書について 

２ 報告第５号 平成２９年度おいらせ町一般会計繰越明許費繰越計算書について 

３ 議案第45号 おいらせ町監査委員の選任につき同意を求めることについて 

４ 議案第46号 おいらせ町監査委員の選任につき同意を求めることについて 

５ 議案第47号 おいらせ町職員定数条例の一部を改正する条例について 

６ 議案第48号 おいらせ町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 

        について 

７ 議案第49号 消防ポンプ自動車（下田第６分団）購入契約の締結について 

８ 議案第50号 百石中学校講堂改築工事請負契約の締結について 

９ 議案第51号 平成３０年度おいらせ町一般会計補正予算（第１号）について 

10 議案第52号 平成３０年度おいらせ町病院事業会計補正予算（第１号）について 

 

 

 

 

 

 

 

議 員 提 出 

議 案 の 題 目 

１ おいらせ町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について 

２ 議員派遣の件について 

３ 委員会の閉会中の継続調査申出について 

  ・総務文教常任委員会 ・産業民生常任委員会 ・議会運営委員会 

 

開 議 午前１０時０２分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会 議 録 署 名 

議 員 の 指 名 

議長は、会議録署名議員に次の３名を指名した。 

１１番   西 館 芳 信 議員 

 

１３番   佐々木 光 雄 議員 

 

１４番   松 林 義 光 議員 
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議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

  

事務局長 

（小向正志君） 

 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。ご着席ください。 

 

会議成立 

開議宣告 

 

川口副議長  おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１２人です。定足数に達しておりま

すので、直ちに本日の会議を開きます。 

 なお、１２番、西舘秀雄議員、１６番、馬場正治議員、９番、

吉村敏文議員は欠席であります。 

 １３番、佐々木光雄議員はおくれるとの連絡がありました。 

 山崎農業委員会会長は、本日、所用のため欠席と申し出があり

ましたので、報告いたします。 

 ここで、会議録署名議員が不在のため、１３番、佐々木光雄議

員が不在のため、１４番、松林義光議員を補充指名いたします。 

 

  （開会時刻 午前１０時０２分） 

 

議事日程報告 川口副議長 

 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

 川口副議長  日程第１、報告第４号、平成２９年度おいらせ町一般会計継続

費繰越計算書についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 企画財政課長。 

 

当局の説明 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 おはようございます。 

 それでは、報告第４号についてご説明申し上げます。 

 議案書１ページ、２ページをごらんください。 

 本件は、継続費を設定しておりました１件の事業につきまし

て、平成２９年度から平成３０年度に逓次繰り越しする額が確定

したことにより、地方自治法施行令第１４５条第１項の規定に基

づき、報告するものであります。 

 その内容を申し上げますと、事業名は、町総合計画策定事業で
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あり、平成２９年度当初予算で設定いたしました継続費の総額が

８３６万円で、うち平成２９年度継続費予算現額の３７９万１，

０００円に対し、支出済額が３５３万８，０８０円で、残額２５

万２，９２０円を平成３０年度に繰り越しするものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 川口副議長 

 

 説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 

 

川口副議長 

 

 なしと認め、本件に対する質疑を終わります。 

 以上で、報告第４号を終わります。 

 

 川口副議長  日程第２、報告第５号、平成２９年度おいらせ町一般会計繰越

明許費繰越計算書についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 企画財政課長。 

 

当局の説明 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 それでは、報告第５号についてご説明申し上げます。 

 議案書３ページ、４ページをごらんください。 

 本件は、平成２９年度から平成３０年度に繰り越す２事業につ

いて、繰り越し額が確定したことにより、地方自治法施行令第１

４６条第２項の規定に基づき、報告するものであります。 

 その内容を申し上げますと、平成２９年度３月補正予算におい

て繰越明許費を設定いたしました、小学校施設非構造部材耐震化

事業及び百石中学校講堂改築事業の２件について、合計６億５，

７０５万７，０００円をそのまま翌年度に繰り越しするものであ

り、その財源内訳として、未収入の国・県支出金１億８，０８７

万２，０００円、地方債４億４，９５０万円、一般財源が２，６

６８万５，０００円となっております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 川口副議長 

 

 説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、本件に対する質疑を終わります。 
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 以上で、報告第５号を終わります。 

 

 川口副議長  日程第３、議案第４５号、おいらせ町監査委員の選任につき同

意を求めることについてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 町長。 

 

当局の説明 町長 

（成田 隆君） 

 議案第４５号、おいらせ町監査委員の選任につき同意を求める

ことについて、ご説明申し上げます。 

 本案は、現委員であります、名古屋誠一氏が本年６月１０日を

もって任期満了となることから、後任の委員として柏崎堅一氏を

選任いたしたく、地方自治法第１９６条第１項の規定により、議

会の同意を求めるため提案するものであります。 

 同氏は、青森銀行に長く勤めた経歴や、三八五流通株式会社に

おいて常勤監査役を務めた経歴などからわかりますように、財務

管理や事業の経営管理に関し、大変深い見識を有しております。

その高潔な人柄から、町の監査委員としてまさに適任であると存

じますので、何とぞ皆様の満場の同意を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

 川口副議長 

 

 説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

ｔ （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、本件に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第４５号について採決をいたします。 

 本件は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 

 川口副議長  日程第４、議案第４６号、おいらせ町監査委員の選任につき同
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意を求めることについてを議題といたします。 

 本件については、木村忠一議員は、地方自治法第１１７条の規

定により除斥の対象となりますので、審議終了まで退席を求めま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 町長。 

 

当局の説明 町長 

（成田 隆君） 

 議案第４６号、おいらせ町監査委員の選任につき同意を求める

ことについて、ご説明申し上げます。 

 本案は、川口弘治氏が、本年５月３１日付をもって監査委員を

辞職したことに伴い、後任の委員として木村忠一氏を選任いたし

たく、地方自治法第１９６条第１項の規定により、議会の同意を

求めるため提案するものであります。 

 同氏は、かつて農協職員時代に金融と共済事業に携わり、豊富

な財務知識を有しておられます。高潔かつ温厚篤実な人柄から、

町の監査委員として適任であると存じますので、何とぞ皆様、満

場のご同意を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 川口副議長 

 

 説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、本件に関する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第４６号について採決をいたします。 

 本件は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 木村忠一議員の入場を認めます。 

 木村忠一議員にお知らせします。 

 おいらせ町監査委員の選任の件は同意されました。 
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 川口副議長  日程第５、議案第４７号、おいらせ町職員定数条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 総務課長。 

 

当局の説明 総務課長 

（泉山裕一君） 

 それでは、議案第４７号についてご説明申し上げます。 

 議案書の８ページ、９ページをごらんください。 

 本案は、一般職の職員の定員管理に係る第２次定員適正化計画

の策定に伴い、国民健康保険おいらせ病院の職員定数を改めるた

め提案するものであります。 

 改正内容を添付参考資料の新旧対照表でご説明いたしますの

で、２３ページをごらんください。 

 第２条の表のうち、国民健康保険おいらせ病院の職員定数を５

８人から６２人に改め、それに伴い合計の数字も改めるものであ

ります。 

 なお、この条例は公布の日から施行するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 川口副議長  説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 ６番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 ６番、平野です。１点質問いたします。 

 病院の場合、現在５８人が６２人というふうなことで、第２次

定員適正化計画の策定に伴いというふうな理由でありますけれ

ども、実際に病院の患者数、現在１日当たり幾らぐらいになって

いるのか。病院の内部の機構の見直しとか、そういうふうな部分

で、この定数５８人ではなぜ対応できないのか。この２点につい

てお聞かせいただきたいと思います。 

 

 川口副議長  答弁を求めます。病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（小向博明君） 

 お答えいたします。 

 入院に関しては今、現状値で１日平均４３人の入院となってお
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ります。あと、外来は１３６人になっております。去年よりはち

ょっと入院のほうは人数が減少しております。 

 病院の体制としては、現状の６人の臨時看護師がいるのです、

准看護師と看護師がいるのですけれども、その部分を病院の運営

上、安定した正職員に変えていくという部分の体制と、あと病棟

のほうは去年の部分でもお答えしていますけれども、地域連携看

護師を専任の部分で置いて、包括ケア医療の部分にその部分を充

実させていくという部分で体制を整えるために、看護師の部分の

増員というか、臨時職員から切りかえていくという形をとってい

く予定としております。 

 以上になります。 

 

 川口副議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（泉山裕一君） 

 定員適正化計画のほうをご説明いたします。 

 病院に関して５８人から６２人にする計画の内容ですが、まず

１点目といたしましては、定年等による退職者を同職種において

同数の職員を補充するということが１点目になります。 

 ２点目といたしましては、医療体制の充実を図るため、前回の

計画でも目標になっていました医師１名の増員も引き続き目標

に設定しております。 

 ３点目にいたしましては、法改正等が今後行われるのですけれ

ども、職の再設定ということで、病院の経理担当が今臨時職員を

充てておりますけれども、業務内容が正職相当と認められるた

め、今後正職員化をしていきたいということと、あと看護師につ

いても、正職と臨時的に任用している看護師についても、業務内

容が正職とほぼ同等であるため、段階的に正職員化をしていきた

いという計画になっております。 

 以上になります。 

 

 川口副議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 私が心配するのは、今現在入院が減っているし、外来の１日当

たりの患者数も１３６人、これを常勤の医師で割れば、１日１人

当たり幾らになりますか。他の病院の１人当たりの医師が診る患



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－９－ 

者からいったら、私、本当にこれで病院の経営がちゃんと安定す

るのかなというふうな思いが１つあります。 

 それから、もう１点、今定員適正化の説明を、前にもいただい

ていますけれども、私は正職員化をするというふうなことは、雇

用のいろんな条件、そういうふうなものではいいと思いますけれ

ども、やはり将来的な経営を見た場合、定員をふやしてまで採用

する、そしてまた退職者でも今同職種で採用してやっているわけ

ですから、そういうふうな意味で、さらにこの増員して経営に当

たるというふうなことは、私はいろんな意味で医師と看護師とい

うのは、収入の度合いが費用対効果からいったら、大きな差があ

るというふうに思うんですよ。 

 そういうふうな意味では、この計画で本当に将来的にも病院の

経営が確実に運営されるのか、この見通しを確認しておきたいと

思うのですが、お聞かせいただきたいと思います。 

 

 川口副議長  答弁を求めます。病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（小向博明君） 

 では、お答えいたします。 

 見通しという部分に関しては、国の診療報酬の改定も２年おき

にあります。今回３０年で入院料関係が変わりまして、点数も多

少上がっております。次の２年後には、その部分でも入院の部分

が上がって、その部分の対応も包括ケアの部分ですね、今地域包

括病床の部分の点数もこれから順次、病床数は今２０床に４月か

ら上げて、その部分の増収もあり、またその加算の点数も今後、

看護師がその分増員になった部分で上がるという部分が見込ま

れております。その部分でいけば、そんな黒字というわけでなく、

とんとんの経営状況で行けると、こちらでは計算しております。 

 訪問診療も昨年と比べて、人数も１０人、今５４名ほどの訪問

診療が行われて、それに訪問看護のほうもこれから追加していく

予定としておりますので、収入的にはその部分では何とか増員分

をカバーできるかなと見込んでおります。 

 医師に関しては、内科医の紹介会社等、いろいろ要望をしてお

りますけれども、なかなかそういうふうな紹介がない形なのです

が、医師が１人ふえれば、大体入院患者四、五人の平均的な部分

が上がると見込んでおりましたので、先生の部分に関しては、ふ
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えた部分に、医師がふえてもその部分の増収を賄えるかなと計算

はしております。 

 以上になります。 

 済みません、２７人ですね。１人当たり診ております。 

 以上になります。 

 

 川口副議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今るる説明いただきましたけれども、私は先般もたしか質問し

てありますけれども、今年度の決算が出ていると思うのですけれ

ども、経営的には収支バランスがどうなっているのか。これをい

ま一度お聞かせいただきたいと思います。 

 それと、今事務長が言っている医師の１日当たりの外来患者数

２７人、本当にこれは給料的に言ったら、この働きでいいのかと

私は本当に疑問を感じます。 

 他の公立病院なんかを見ても、少なくてもこの倍以上の外来患

者をこなしているわけで、本当にこのままでよしとしているのか

は、今いろんな意味で、患者も高齢者が多分減っている、年々は

は減っているのですけれども、高齢者の患者の比率からいった

ら、大分ウエートを占めているんじゃないかと。 

 そういうふうなのからいったら、医療単価が余り上がらない人

が病院に行っているんじゃないかと私は思うのですけれども、そ

ういうふうな中で、収支のバランスがとれるんだというふうな説

明ですけれども、私は本当に不安を持つわけで、とりあえず今年

度の収支のバランスをお聞かせいただいて、将来的には訪問の診

療、訪問看護、こういうふうなものを充実させて、包括医療関係

と点数を上げていくんだというふうなことですけれども、将来的

に、今言ったようにとんとんでいけるというふうな説明ですけれ

ども、これで間違いないというふうなのであれば、私もこれから

の見込みですから理解をしますけれども、この患者数２７人とい

うのは、このままで推移するというふうな見込みですか。もっと

ふやす手だてとか、そういうふうなものがありますか。 

 

 川口副議長  答弁を求めます。病院事務長。 
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答弁 病院事務長 

（小向博明君） 

 お答えいたします。 

 収支バランスについては、先ほども言ったように、今年度、包

括ケア病床の増床、５床増床があって、大体とんとんという部分

をお答えいたしました。現状、４月部分の今、データが収支的に

出ているのですけれども、入院患者が減少した部分がありまし

て、昨年よりは１，０００万円ほど減収となっております。 

 今後の入院患者の増員というか、患者数の部分をふやしていき

ながら、収支のほう、とんとんに持っていきたいなと考えており

ます。 

 外来の患者数については、長期予想というか、県の保健医療計

画でも外来はどんどん減っていくというのが出ております。その

部分を補うように、先ほども申しました、訪問診療の件数の増加

と、それから医療部分の訪問看護、その部分を追加しながら、外

来診療部分として点数のほうの単価のアップをしていきたいと

考えております。 

 以上になります。 

 

 川口副議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、本件に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第４７号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 川口副議長  日程第６、議案第４８号、おいらせ町職員の特殊勤務手当に関

する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 総務課長。 
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当局の説明 総務課長 

（泉山裕一君） 

 それでは、議案第４８号についてご説明申し上げます。 

 議案書の１０ページ、１１ページをごらんください。 

 本案は、本年３月３０日付人事院規則の一部改正に準じて、夜

間看護手当支給額を改めるため提案するものであります。 

 改正内容を添付参考資料の新旧対照表でご説明いたしますの

で、２４ページをごらんください。 

 第７条第２項第１号の深夜における勤務時間が４時間以上の

場合を「３，２００円」から「３，５５０円」に、第２号の２時

間以上４時間未満の場合を「２，８００円」から「３，１００円」

に、第３号の２時間未満を「２，０００円」から「２，１５０円」

に引き上げるものであります。 

 なお、この条例は、公布の日から施行し、本年４月１日から適

用するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 川口副議長  説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、本件に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第４８号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 川口副議長  日程第７、議案第４９号、消防ポンプ自動車（下田第６分団）

購入契約の締結についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 まちづくり防災課長。 

 

当局の説明 まちづくり防災課  それでは、議案第４９号、消防ポンプ自動車（下田第６分団）
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長 

（三村俊介君） 

購入契約の締結についてご説明をいたします。 

 議案書の１２ページ、１３ページをごらんください。 

 なお、入札結果は２５ページになります。 

 本案は、間木地区の下田第６分団に配置している消防ポンプ自

動車の老朽化に伴い、旧式のボンネット型から一般的なダブルキ

ャブ型の消防ポンプ自動車に更新するものであります。 

 購入に当たり、去る５月２１日に、７社により指名競争入札を

執行した結果、２，４３０万円で株式会社八戸鉄工所が落札者と

決定しましたので、この契約を締結するため提案するものであり

ます。 

 なお、本事業を実施することにより、火災などの災害の際、円

滑な出動が実現可能となります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 川口副議長  説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 １１番、西館芳信議員。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 １１番、西館です。今回の入札結果、どうだこうだということ

じゃなくて、今まで消防自動車の購入で何回もこういう場面に遭

遇していながら、今回確認というか、聞くことが、いかに自分の

不勉強をさらすか恥ずかしいことなのですけれども、これは応札

した会社を見れば、普通のただの商社的なところもあります。そ

れから、消防自動車を購入して、また塗装を直したり、いろんな

仕様を直せるようなところもあります。 

 これは、この応札のあれになるために基準がありますか。その

業者になる基準があって、なおかつその消防自動車は、例えば一

番最初はトヨタだったら、トヨタが来れば、その応札業者がどの

程度改良を加えるのか。こちらが使えるような状態、塗装を赤に

したり、ステップがどうだこうだとか、消防の取り出しの口がど

うだこうだとかというふうに、すごく改良を加えるものですか。

それとも、そのままもう、日産だったら日産、トヨタからそのま

ま横流し、横流しということはあれでしょうけれども、そのまま

丸投げ、私どもにできるような状態で来るのかどうか。その辺の

ところをちょっと聞かせていただけますか。 
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 川口副議長  答弁を求めます。企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 それでは、お答えいたします。 

 まず、前段で指名の関係のご説明をしたいと思います。 

 企画財政課のほうで入札担当課ということで業務を行ってお

りますが、まちづくり防災課のほうから消防ポンプ自動車の購入

をするという仕様書に基づき、こちらのほうで指名業者のほうを

選定いたします。 

 指名業者選定に当たりましては、今回は消防ポンプ自動車であ

りますので、指名参加願いの際に、消防もしくは救急車両等の物

品納入者ということで指名願いしている者、それを登録した者か

ら当課のほうで選ぶことになります。 

 それから、仕様書、今回の消防ポンプ自動車の仕様の関係であ

りますが、そちらのほうはまちづくり防災課のほうから答えてい

ただきます。 

 以上です。 

 

 川口副議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（三村俊介君） 

 それでは、仕様のほうのご説明をいたします。 

 まず、最初に購入するに当たりまして、メーカーの指定等はし

ないで、消防の機種の型であるＣＤＩという、そういうタイプで

こちらのほうは仕様書を設計します。その車種については３トン

のダブルキャブディーゼルエンジンということで、こちらも当然

メーカー指定はしません。ホイールベースの２メーターから３メ

ーターという形で、あと４ＷＤ、あとタービンポンプですね、そ

ういった形の仕様で入札の設計をしまして、仕様書をつくりまし

て、入札が終わりましたら、今度は落札業者のほうとシャシーに

ついて打ち合わせをします。そのシャシーの選定の中で、いすず

にするか、トヨタにするかという部分を決定しまして、そのシャ

シーが決まりましたら、今度は艤装部分ということで、タービン

を積む部分、ポンプを積む部分ですとか、あるいはパトライトを

どこにやるかとか、いろいろそういう部分を組み上げしていきま

す。 
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 組み上げは当然、分団のほうとも相談して行うのですけれど

も、組み上げが終わりましたら、今度は中間検査を行いまして、

中間検査は東京のほうで分団と担当が行って行いまして、それが

終わりましたら、今度は朱色塗装ということで、一旦また解体し

て塗装して組み上げすると。最後には完成検査ということで、消

防協会認定の検査に通りましたら、消防車として認定されて納品

という形になります。ですので、メーカー等の指定は特にしない

で入札等は行います。 

 以上です。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 納入できる業者となるためには、それに関連するような物を扱

っていると、物を扱っているということだけが資格的なものだ

と。決してその技術的な条件だとか基準だとかはない、技術的に

介入できる余地はなくてもいいんだというふうなことであれば、

私どもはこれまで普通にやってきたことをそのまま踏襲、漫然と

しているというふうなことは多々あるところであります。 

 今回私が考えたのは、もしそういうふうな技術的介入がなく

て、そのままの物が来て、なおかつそれが一旦おろすことによっ

て、例えばほかのほうだったら、町のために何か潤いにつながる

ということであれば、町の業者たちがそれを受け入れて、そのま

ま横に流そうが、何しても町のためにはなるということであれば

いいのだけれども、全く関係のない町外の業者の人たちがたった

中に入ってマージンだけ、例えば稼いで、これはマージンだけ稼

ぐと、本当に表現の仕方に語弊があるかもしれないけれども、単

に電話したり、それから数字的なものを書いて、あとは連絡つけ

てというふうなことだけで足るのであれば、どんなものでしょう

か。法律的な隘路がないのであれば、町が直接買いつけて町外の

業者にこういうふうにしてやってくれよというふうな仕様を事

細かにやって、そういうふうな方法でもってやれないものかと。 

 確かに考えてみれば、そういう方法というのは、入札という公

平性ということを考えれば無理があるのかもしれないけれども、

どんなものだろうかなと。１回は考えてみる余地があるのではな

いかなと。もう完全に法律的にだめですよというのであれば、こ

れは仕方ないことだけれども、ここでは私は答弁を求めるつもり

は何もありません。もしできることでしたら、その辺のところを
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一度考えてみていただけないでしょうかということで、終わりま

す。（「答弁はよろしいですか」の声あり）はい。 

 

 川口副議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、本件に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第４９号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 川口副議長  日程第８、議案第５０号、百石中学校講堂改築工事請負契約の

締結についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 学務課長。 

 

当局の説明 学務課長 

（柏崎和紀君） 

 それでは、議案第５０号、百石中学校講堂改築工事請負契約の

締結についてご説明申し上げます。 

 議案書の１４ページから１５ページをごらんください。入札結

果は２６ページになります。 

 本案は、百石中学校講堂改築工事施工のため、去る５月２１日

に１０社により指名競争入札を執行したところ、４億６，９８０

万円で株式会社柏崎組が落札者として決定いたしましたので、契

約を締結するため提案するものでございます。 

 本工事を施工することにより、アリーナのほか多目的室、男女

の更衣室やトイレ、多目的トイレ等を備えた鉄筋コンクリート一

部鉄骨造り２階建ての百石中学校講堂が平成３１年３月２０日

までに整備されることになります。 

 以上で説明を終わります。 
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 川口副議長  説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 ６番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 この入札結果を見ますと、地元の業者で入札、落札をされてお

ります。今まで町の工事でほとんど同じ業者が落札をしてきてい

るなというふうな記憶があります。町外の業者で大きい、この入

札した形で落札した業者が昨年からどのぐらいあるか、ちょっと

お聞かせをいただきたいと思います。 

 それから、もう１点、３１年３月２０日までに終了するんだと

いうふうなことですけれども、そうすると来年、３１年の３月の

卒業では使用できないというふうなことで私は理解しますけれ

ども、この辺についてもうちょっと説明をいただきたいと思いま

す。 

 

 川口副議長  答弁を求めます。企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 落札の関係についてお答えいたします。 

 昨年度行われた建設工事等ということでよろしいでしょうか。

昨年の５月、プールの施設機械整備工事につきましては、田中水

道工業所、三沢であります。それから、同じく町民プールの本体

のほうの建築工事でありますが、こちらも昨年の５月入札のもの

であります。こちらのほうは柏崎組が落札してございます。同じ

く５月２２日ですが、学校給食センターの外構工事であります

が、落札者は柏崎組であります。それから、同じく学校給食セン

ターの厨房の設備整備工事、こちらは８月に入札がありました。

落札者はマルゼン東北営業所であります。それから、あと学校給

食センターの本体のほうは福萬組でございます。 

 今手元にある資料ではそのあたりであります。 

 以上です。 

 

答弁 学務課長 

（柏崎和紀君） 

 それでは、卒業式までに間に合うかということでございます

が、工事の工程等さまざま検討はしております。可能な限り卒業

式までとは思っておりますが、やはり日程、契約から工事の完成

までを見ると、３月２０日ということで間に合わない可能性がご
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ざいます。 

 以上でございます。 

 

 川口副議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 入札の結果については公表しておりますから、私も確認をして

おりますけれども、ただ、入札者、この指名のされている業者も

大体同じのが繰り返し回っているなというふうな気がしており

ます。それで、実際に指名委員会、今まで副町長がなくて、今度

は副町長が選任されてありますから、いろんな意味で今度は流れ

が変わるのかなというふうな、私は思いも持っております。 

 確かに地元企業の部分も大事だと思いますけれども、町内の建

設業で働く、町外で働いている人が結構いるわけですよ。私も言

われました。自分たちが働いている会社のほうで指名を受けて参

加しているのだけれども、なかなか仕事が当たらないよと。地元

で自分が住んでいるのだけれども、町外でもそういうふうな仕事

を私はしているから、やはりそういうふうな機会があってもいい

のではないかというふうな声も聞いております。 

 そういうふうな意味では、私はこの入札の事務的な処理とか、

そういうふうなのについては瑕疵がないから問題はないと思い

ますけれども、やはりそういうふうな町民にいろんな意味でクエ

スチョンマークがつかないような形での、この業者のほうの選定

とか、そういうふうなのも一考を要するんじゃないかというふう

な思いがありますので、ひとつこれから参考にしていただきたい

と思います。 

 それと今、３月の卒業式にはどうかというふうなことですけれ

ども、これを見ますと、何日もないわけですね、２０日ですと。

大体卒業式までは８日ですから、２月中に工事が終わるようにす

れば、私はその新講堂で卒業をする、卒業生を送る、そしてまた

いい意味での記念になるというふうに思いますけれども、この辺

まだ日にち、期間もありますので、ぜひそういうふうな部分では、

お互いに担当課、教育委員会、連携して、ぜひ卒業式を新講堂で

送っていただきますように期待をして、終わります。（「答弁はい

いですか」の声あり）いいです。 
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 川口副議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、本件に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第５０号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 川口副議長  日程第９、議案第５１号、平成３０年度おいらせ町一般会計補

正予算（第１号）についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 企画財政課長。 

 

当局の説明 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 それでは、議案第５１号についてご説明申し上げます。 

 議案書１６ページから１９ページをごらんください。 

 本案は、既定予算の総額に１，３８１万５，０００円を追加し、

予算の総額を９８億６，３５１万５，０００円とするものであり

ます。 

 それでは、歳入歳出の主なものにつきまして、別冊の事項別明

細書でご説明いたしますので、ご用意ください。 

 平成３０年度一般会計補正予算（第１号）に関する説明書にな

ります。 

 まず、歳出の主な内容からご説明いたします。５ページをごら

んください。 

 ２款２項２目町活性化対策費の１５節生活会館等修繕工事費

１８２万１，０００円の追加は、自治総合センターのコミュニテ

ィー助成事業採択に伴い、洋光台地区コミュニティーセンターを

バリアフリー化改修するものであります。 

 ７ページをごらんください。 

 ７款１項２目商工業振興費では、県市町村元気事業費補助金を
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活用し、八戸圏域連携中枢都市圏事業の一環で実施するＡＳＥＡ

Ｎ向け通年マッチング支援事業関連経費として、９節普通旅費３

０万円の増額、１９節ＡＳＥＡＮ向け通年マッチング支援事業負

担金４０万円を追加計上するほか、３目観光費においても、県市

町村元気事業費補助金を活用し、いちょう公園を対象とした自然

資源保全事業経費として、１３節植栽等業務委託料２３万円及び

間伐業務委託料１１８万８，０００円を追加、また向山駅周辺地

域の交流にぎわい創出事業として、１９節向山駅周辺観光整備補

助金１２１万円を追加計上するものであります。 

 ８ページをごらんください。 

 ９款１項３目災害対策費の１９節地域防災組織育成助成金２

００万円の追加は、自治総合センターのコミュニティー助成事業

採択に伴い、本村・鍋久保自主防災会に対し、活動備品等購入助

成するものであります。 

 次に、歳入の主な内容につきましてご説明申し上げます。 

 ページが戻りまして、３ページをごらんください。 

 １５款２項１目総務費県補助金の１節県市町村元気事業費補

助金５００万７，０００円の追加は、歳出でご説明したＡＳＥＡ

Ｎ向け通年マッチング支援事業及びいちょう公園を対象とした

自然資源保全事業、また向山駅周辺観光整備補助金の財源として

計上するほか、１８款２項１目財政調整基金繰入金５２０万８，

０００円の増額は、６月補正予算の歳入歳出財源調整のため計上

し、２０款５項１目雑入の１節地域づくり助成金１６０万円及び

地域防災組織育成助成金２００万円の追加は、歳出でご説明した

自治総合センターコミュニティー助成事業活用による洋光台地

区コミュニティーセンター改修事業及び本村・鍋久保自主防災会

への活動備品等購入助成事業の財源として計上するものであり

ます。 

 ページが飛びまして、１１ページをごらんください。 

 給与費明細書は、一般職の給与等の変更について示したもので

あります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 川口副議長  説明が終わりました。 

 これから質疑は事項別明細書により行います。 
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 第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入、歳出とも全款につい

ての質疑を行います。 

 一般会計補正予算（第１号）に関する説明書３ページから１０

ページになります。 

 質疑ございませんか。 

 ６番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 １点だけお願いします。 

 ページ、７ページですけれども、商工費の７款１項２目、ここ

ではＡＳＥＡＮ向け通年マッチング支援事業負担金とあります

けれども、これはたしか新聞に、八戸広域の関係で載っておった

ような気がするのですけれども、この中身について、それから普

通旅費の３０万円というのは、これは研修とかそういうふうなの

に使用になるのか、この２点についてお伺いします。 

 

 川口副議長  答弁を求めます。商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 平野議員の質問にお答えします。 

 資料の７ページのほうにあります、まずＡＳＥＡＮ向けの通年

マッチング支援事業そのものの説明ということで、議員のおっし

ゃるとおり、八戸圏域連携中枢都市圏の中での海外向けのマッチ

ング事業ということで、昨年度まではベトナムを中心とした中東

アジアということでやってきたものを、今年度からＡＳＥＡＮ諸

国、いわゆる東南アジア諸国に枠を広げまして、引き続き商工業

者の流通のマッチングを行っている事業でありまして、その中の

負担金ということになりますが、普通旅費のほうの３０万円は、

まず負担金のほうの根拠が、町内の業者さんが、その東南アジア

の国の方と流通の関係でマッチングがうまくいって、海外のほう

に実際に契約等で赴いた際、八戸の圏域の事業費を使いまして半

額助成を行うという事業でありまして、想定経費が１社当たり２

０万円の助成を考えて、２社分、４０万円を見ている部分になり

ます。 

 ３０万円の普通旅費のほうは、それに伴い、職員が随行すると

いうことで、地元市町村の商工観光課のほうから職員が１名随行

することになるのですが、その職員旅費の部分が３０万円という
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ことで積算された経費でございます。 

 以上です。 

 

 川口副議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 中身については、私も新聞でちらっと見たので、ああ、なるほ

どなというふうなのを理解できました。それで、実際に今年度、

この町内の業者でその見込みのある業者というのは、どのように

捉えていますか。ことしは無理かな、それとも２社、３社あると

いうふうな思いなのか。現在、実際に予算計上するわけですから、

少なくてもそういうふうな根拠があって積算をしていると思い

ますので、ちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

 

 川口副議長  答弁を求めます。商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 お答えします。 

 実際の見込みの業者があるかということですけれども、昨年ま

でも町内の青果物の製造加工会社及び酒造メーカーさんが興味

を示してきていまして、２社分を見積もったのですが、今回、こ

の参加を取りまとめたところ、ちょっと酒造メーカーさんのほう

は１回目のマッチングには参加していませんで、青果業を営む製

造加工会社１社が予定されております。 

 新聞報道で行ったのは、先週、八戸の市役所において、現地の

ほうからバイヤーさんを招聘して行って、ちょっと感触をつかん

でから現地に赴いたりするということで、昨年よりちょっとワン

ランクアップしまして、こちらの青森県内、八戸市内のほうでの

まず招聘活動を行ったものが新聞報道されたものでありますの

で、今後追加である可能性はあるのですが、今のところ１社予定

されております。 

 以上です。 

 

 川口副議長  よろしいですか。ほかに質疑ございませんか。 

 ４番、髙坂隆雄議員。 

 

質疑 ４番  ４番、髙坂です。７ページのところでお尋ねをしたいと思いま
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（髙坂隆雄君） す。 

 １９節の向山駅周辺観光整備補助金１２１万円なのですが、こ

の事業内容と、補助率と、それから事業主体をお知らせください。 

 

 川口副議長  答弁を求めます。商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 お答えします。 

 向山駅周辺観光整備事業につきましては、昨年は町のほうで元

気補助金を使っているのですけれども、昨年からの継続事業であ

りまして、昨年は向山駅前のトイレの整備を町直営で行いまし

た。今年度は第２段階ということで、地元の向山駅愛好会という

任意団体がございますが、そちらのほうが主体となって向山駅を

中心とした周辺観光の整備ということで、補助金を町のほうから

出した上で、中身といたしましては、まず観光案内板の整備及び

観光パンフレットの整備などを予定しているところであります。

あとは、向山駅ミュージアムというのを駅舎を利用して運営して

いまして、そちらのほうの備品を購入するという３点の事業にな

っております。 

 以上です。 

 済みません、補助率は３分の２であります。 

 

 川口副議長  ４番、いいですか。（「いいです」の声あり） 

 じゃあ７番、 山 忠議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 ちょっと９ページで聞きたいのですけれども、教育費の関係な

のですが、関連質問になることになると思いますけれども、区分

の１８備品購入費２万５，０００円というふうなことになってい

ますけれども、それに該当するのかどうかわかりませんけれど

も、実は子供会育成連合会よりテントの購入についての話があっ

たのではないかなと思います。今あるテントは、あれは何年前の

ものなのでしょうか。それで、子供たち、連合会としては、でき

れば、今のもの、ワンタッチで開けるようなテントを購入しても

らいたいというふうな話になっていると思うのですが、そこら辺

教えていただけますか。 
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 川口副議長  答弁を求めます。社会教育・体育課長。 

 

答弁 社会教育・体育課長 

（田中貴重君） 

 山議員のご質問なのですけれども、今テント、多分教育費の

部分で、子供会連合会と育成連合会というふうな質問で、テント

の質問だというふうに思いますけれども、今資料がございません

し、確認しておりませんので、後刻報告したいというふうに思っ

ております。 

 以上です。 

 

 川口副議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 相当聞くところによると、古い、もしかすれば３０年ぐらい前

のじゃないかというふうな話にもなっているようですが、できた

ら子供たち、そんな古いものを大事にして使うのも１つなのです

けれども、やはり今はやりのやつで操作の簡単なやつでやはりい

ろいろやらせることによって、子供たちのまた夢が膨らむ、自然、

テント、このごろはテントというふうなあれでの宿泊的なのがす

ごく少なくなっているみたいですね。だから、そういうふうなの

もあるから、やはりそれがまたやることによって、自分たちも何

か災害があったときに、そのテントを利用してボランティアをし

たいというふうなことまで夢を見ているようですから、ぜひ早目

にできれば買ってあげるようにしていただければなと思います

ので、まず調べてみてください。検討していただきたいと思いま

す。（「答弁はよろしいですか」の声あり）よろしいです。 

 

 川口副議長  １４番、松林義光議員。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 学校給食費で教育費の中で１点だけお伺いします。 

 きのうの 山、平野両議員の一般質問のやりとりを聞いており

ました。町長の答弁は、今年度の可能な限り、今年度中に実施を

したいと、選挙公約でありますということであります。ただ、時

期については明言されませんでした。私は、中学校３年生が卒業

する前、遅くても１０月１日から始めるべきである、私はこう思

っております。 

 そこで、副町長でも学務課長でも結構でございます。もし１０
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月１日に学校給食費無料化を実現しようとすれば、９月定例会に

上程して間に合うのかどうか。その前に臨時議会を開催しなけれ

ばならないのかどうか、お伺いいたします。 

 

 川口副議長  答弁求めます。学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（柏崎和紀君） 

 それでは、お答えいたします。 

 基本的には議会のほうにお願いするのは予算の部分だと思い

ます。やり方、方法等については今検討中でございますが、実際

にやるとなればですけれども、９月の議会で１０月１日というの

は可能かと思われます。今想定している段階ではそういう事務の

流れからいくと、日程的には可能かと思われます。 

 

 川口副議長 １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 学務課長、今あなたの答弁を信じます。期待をします。 

 そこで、町長の所信表明の中にもあります、給食費無料化、ス

ピード感を持ってやりますと。それで、きのうの両議員の答弁に

も、早い時期にやらなきゃならないと、法的な問題も抱えている

というふうな話もありますけれども、もう既に東北町では実施を

しております。 

 そこで、町長選挙の大きな目玉政策だと私は思っております。

町長もそのように認識をしていると思います。そこで、我が町は

まず早い時期に中学生までの医療費の無料化を行っております。

そして、多児出産祝い金、これも行っております。また、保育料、

第３子、所得に関係なく全子供たちは無料であります。そして、

２６年の４月からスタートしております定住促進、甲洋小学校学

区、下田小学校学区に限定はされておりますけれども、これもス

タートさせております。そして、本年の４月からは、全町内を対

象として定住促進を実施しております。ということで、子育て支

援、定住促進に力を入れている町だなと私は思っております。 

 ですから、さらに今１億１，０００万余りかかりますけれども、

この学校給食費無料化は、遅くても１０月１日をめどにやるべき

だと私は思います。そして、今言ったことのこれをセットにして、

町外に向けて、おいらせ町はこのような事業に力を入れてやって
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いますよとＰＲすべきだと、こう思っております。 

 そうしますと、今人口は横ばいですが、これから減少していく

可能性は十分あります。一方において、北部地区はいまだに新築

が行われております。そういうこともあわせて、やはりこれらも

大いにＰＲをするべきであると、こう思います。 

 そこで、町長、あなたの目玉政策である小学校、中学生の学校

給食費無料化、スピード感を持ってやるべきであると、いま一度

町長の考えをお伺いいたします。 

 

 川口副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 温かい激励の言葉と受けとめました。そちらに座っている議員

の方々のご協力もなければ、あるいは賛同もなければ、町の運営

が進んでいかないわけでありますから、そういう部分を含めて、

松林議員の提案であります、１０月１日をめどということであり

ますけれども、私も今まで言葉を濁してきたというのは、やはり

事務方に余りにも負担をかけてはならないのかなという気がし

ておりましたけれども、今担当課長が責任のあるような答弁をし

て、１０月１日に事務的には間に合わせるという、こう断言して

くれたので、ああ、そうか、それであればできるのかなという気

がしておりますので、そういう部分も含めて、今までは本当に負

担をかけられないなと思って、時限は決めていませんでしたけれ

ども、確かに東北町さんですか、そしてまたうわさですと南部町

さんもやっているような気がしているので、改めて我が町が独自

に企画・立案しなければならないという問題でなく、他町村のこ

とを少し横取りして指導を受けながらやれば、事務的にもはかど

るような気がしておりますので、私を支持してくれた議員の

方々、そして町民の方々、あるいは中学生には絶対うそをつかれ

ないな、今年度中には必ず実施しなければならないなという思い

がありました。 

 しかし、１０月１日という期限を課長のほうで大体できそうだ

というめどがありますので、私も教育長と相談しながら、本当に

大丈夫かということも含めて、できれば実現に向けて努力します

ので、ご支援のほどよろしくお願いします。 
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 川口副議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 学務課長、大いに期待していますから、頑張ってもらいたいと

思います。 

 それで、事務方のトップ、副町長、当然町長補佐、事務方のト

ップですから、一番のネックの財源もあろうかと思いますけれど

も、今年度は財政調整基金の取り崩しか、財政を見直す、それし

かないと思いますけれども、来年度、幸いに洋光台の団地の償還

金１億円が今年度でなくなるという話でありますので、その財源

を充当すると、１億２，０００万弱の金は何とかなるなと、こう

思っておりますので、副町長、あなたの、１回も答弁していませ

んから、あなたのひとつ考えもお伺いしたいと思います。 

 

 川口副議長  副町長。 

 

答弁 副町長 

（小向仁生君） 

 初めての答弁になります。 

 学校給食費の無料化に関しては、先ほど町長が述べましたよう

に、早い時期でもって実施したいと思いは、私も同感であります。

その財源は、今年度は先ほど議員申しましたように、財政調整基

金を取り崩して充てるんだと。次年度以降に関しては、洋光台の

借入金の返済、これらが今年度で終わるということで、次年度か

らそれを充てるというふうなことは大いに考えられる結構なこ

となのですけれども、実はそれも今後、不安なところがございま

す。 

 といいますのは、合併の交付金そのものが今年度、次年度で終

わるというふうなことになってきますので、当初の、合併当初か

ら見ますと、３億、４億という金額が目減りしているというふう

な状況にあります。そのことを考えると、その洋光台の１億円に

頼ることなく、別な財源を確保するか、もしくは先般、企画財政

課長が言いましたように、歳出を何とか絞ってやっていかなきゃ

ないのだろうなというふうに思っております。 

 ただ、いずれにしても、皆さんに公約した事項でございますの

で、財源をいかなる方法によるか、これから検討になりますけれ

ども、見つけてやっていかなきゃないというふうな思いがしてお

ります。 
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 以上です。 

 

 川口副議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、歳入歳出全款とも質疑を終わります。 

 次に、給与費明細書について質疑を受けます。 

 説明書１１ページになります。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、給与費明細書について質疑を終わります。 

 以上で、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。１３番、佐々木光雄議員。 

 

 １３番 

（佐々木光雄君） 

 １３番、ただいま、きのうからです、ちょっと風邪を引いてお

りますので、聞きにくいと思いますけれども、給食費の無料化に

ついて、なるべく速やかにという意見が多い。結構です。ただ、

私は、公約はしておりますから、当然やるでしょう。でも、十分

な精査をしながら、永久的に続くものですから、恐らく町長が在

任中と思っていないでしょう。いい、あのプランですから、永久

的に続く。ですから、よく精査をした上で、早いことに越したこ

とはない。しかし、腰が本当に据え付けて予算編成等にかかると

なると、ことしの１２月から恐らく新町長のプランのもとで、各

課に予算配分がなされ、予算要望がなされたもの削る、その仕事

があるのです。 

 ですから、途中からやれ、やれでも、早くやれればそれは問題

ない。何も反対はしませんよ。本案には賛成しますよ。でも、学

務課長が１０月って１４番に攻められた、自信を持って私も答弁

したなと受けております。でも、やはりもう少し頭を振ってもい

いですから、精査をしながら、急ぐことなく、やることはやるん

ですからね。その辺の一考をお願いを申し上げまして、本案に賛

成いたします。 

 

 川口副議長  ほかに討論ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 
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 川口副議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第５１号について採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 川口副議長  ここで１１時３０分まで休憩いたします。 

  （休憩 午前１１時１０分） 

 川口副議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午前１１時２９分） 

 川口副議長  ここで、社会教育・体育課長より、７番、 山議員からの質疑

について、一部答弁漏れがあり、わかる範囲での答弁をしたいと

の申し入れがありましたので、これを許します。 

 社会教育・体育課長。 

 

答弁 社会教育・体育課長 

（田中貴重君） 

 先ほど 山議員から質問を受けた件について、追加で答弁した

いというふうに思っております。 

 わかる範囲でというふうなことでございます。今現在、子供会

育成連合会のテントの数、これは中央公民館のほうに保管してお

りまして、３２張りございます。年数については、財産台帳もあ

りませんし、またテントにも何年に購入したというふうな記載も

ございませんので、何年というふうなことについてはちょっとわ

かりかねるところでございます。ただ、下田町というふうに書い

ておりますので、当時下田で購入したというふうなことはわかる

だけのテントであろうかというふうに思っております。 

 年数はちょっとわかりませんけれども、確かに今公民館に行っ

て見てきた限りは、少し古いなというふうに感じているところで

ございます。 

 以上であります。 

 

 川口副議長  次に、日程第１０、議案第５２号、平成３０年度おいらせ町病

院事業会計補正予算（第１号）についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 病院事務長。 
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当局の説明 病院事務長 

（小向博明君） 

 それでは、議案第５２号についてご説明申し上げます。 

 議案書の２０ページをごらんください。 

 本案は、収益的収入及び支出の既決予定額に６５万７，０００

円を追加し、予算の総額を９億６，３７０万２，０００円とする

ものであります。 

 別冊の事項別明細書の１ページと２ページをごらんください。 

 その主な内容につきましては、収益的支出では、給与費の看護

師手当を夜間看護手当増による人件費６５万７，０００円を増額

し、収益的収入では入院収益を６５万７，０００円増額するもの

であります。 

 説明は以上であります。 

 

 川口副議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 本案について議案書と補正予算に関する説明書により、一括で

質疑を行います。議案書２０ページ、説明書全ページでございま

す。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認めます。本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第５２号について採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 川口副議長  昼食のため、１時３０分まで休憩します。 

  （休憩 午前１１時３４分） 

 川口副議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午前１１時５６分） 
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 川口副議長  冒頭におわび申し上げます。 

 先ほど私のほうから、昼食のためという休憩の宣言をいたしま

した。これは訂正させていただきます。大変申しわけありません

でした。 

 それでは、早速会議のほうを始めます。 

 馬場正治議長から、議長の辞職願が提出されました。 

 お諮りします。 

 議長辞職の件を日程に追加し、追加日程第１とし、日程の順序

を変更し、直ちに議題とすることにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  異議なしと認めます。したがって、議長辞職の件を日程に追加

し、追加日程第１とし、日程の順序を変更し、直ちに議題とする

ことを決定いたしました。 

 追加日程第１、議長辞職の件を議題といたします。 

 それでは、事務局長より辞職願を朗読させます。 

 

 事務局長 

（小向正志君） 

 辞職願。 

 このたび、健康上の理由により、平成３０年６月１２日をもっ

て議長を辞職したいので、許可されるよう願い出ます。 

 おいらせ町議会議長、馬場正治。 

 以上です。 

 

 川口副議長  お諮りします。 

 馬場正治議長の議長の辞職を許可することにご異議ありませ

んか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  異議なしと認めます。したがって、馬場正治議長の議長の辞職

を許可することに決定しました。 

 ただいま議長が欠けました。 

 お諮りいたします。 

 議長の選挙を日程に追加し、追加日程第２とし、日程の順序を

変更し、直ちに選挙を行いたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  異議なしと認めます。よって、議長の選挙を日程に追加し、追
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加日程第２として日程の順序を変更し、直ちに選挙を行うことを

決定いたしました。 

 

 川口副議長  追加日程第２、議長の選挙を行います。 

 ここで、町当局に申し上げます。 

 次からの日程は、議会構成の人事案件でありますので、町長以

下説明員の退席を許可いたします。 

 

 川口副議長  ここで暫時休憩いたします。 

  （休憩 午前１１時５８分） 

 川口副議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午前１１時５９分） 

 川口副議長  お諮りいたします。 

 選挙の方法については、どのような方法で決定いたしますか。 

 木村忠一議員。 

 

 ３番 

（木村忠一君） 

 動議を提出します。 

 議長の選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の

規定によって、指名選挙によることを望みます。 

 

 川口副議長  ただいま木村忠一議員から、議長の選挙の方法については、指

名推選によることの動議が提出されました。この動議には賛成者

がありますので、賛成者の方。（「はい、賛成」の声あり） 

 賛成者がありますので、成立いたしました。 

 指名推選による動議を直ちに議題として採決します。 

 お諮りします。 

 この動議のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  異議なしと認めます。したがって、議長の選挙の方法は指名推

選によることの動議が可決されました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、動議を提出した木村忠一議員が指名す

ることにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  異議なしと認めます。よって、木村忠一議員が指名することに
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決しました。 

 木村忠一議員、指名をお願いします。 

 

 ３番 

（木村忠一君） 

 西館芳信議員を指名推選します。 

 川口副議長  お諮りします。 

 ただいま木村忠一議員が指名しました西館芳信議員を議長の

当選人として定めることにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 川口副議長  異議なしと認めます。よって、ただいま指名しました西館芳信

議員が議長に当選されました。 

 ただいま議長に当選されました西館芳信議員が議場におられ

ます。会議規則第３３条第２項の規定によって、当選の告知をし

ます。 

 当選された西館芳信議員に議長就任のご挨拶をお願いいたし

ます。ご登壇願います。 

 

 西館議長  ただいま皆さんのお力添えをいただきまして、馬場議長の後、

高校の後輩の後釜に座るということは複雑な思いがありますけ

れども、お力添えをいただき就任させていただくことになりまし

たこと、心から感謝を申し上げます。ありがとうございます。 

 この上は、議員の皆様の活動環境の整備ということ、そしてそ

れが町政の発展、それから町民の皆様の生活向上に結びつくよう

に、議長として鋭意努力し頑張りますので、皆様のお力添え、ご

指導、よろしくお願いいたします。本当にありがとうございます。 

 

 川口副議長  おめでとうございました。ご就任を心からお祝い申し上げま

す。 

 ここで、新議長と交代いたします。 

 皆さんのご協力、本当にありがとうございました。 

 西館新議長、議長席でどうぞ。 

 

 西館議長  それでは、議長としての職務を開始させていただきます。 

 ここで、私は産業民生常任委員長の職を辞さなければならない

し、また辞したいと思いますので、次の休憩の際に、産業民生常
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任委員会を開催し、委員長辞任の許可と新たな委員長の互選を行

っていただき、その結果を報告願います。 

 

 西館議長  追加日程第３、議席の一部変更を行います。 

 先ほどの議長選挙に伴い、会議規則第４条第３項の規定によ

り、議席の一部を変更いたします。 

 ９番、吉村敏文議員を１０番に、１０番、澤頭好孝議員を１１

番に、１１番、西館芳信議員を１６番に、１６番、馬場正治議員

を９番に、それぞれ変更します。（「違うね」の声あり） 

 

 西館議長  暫時休憩いたします。 

  （休憩 午後０時０５分） 

 西館議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午後０時０７分） 

 西館議長  では、初めから読み上げますので、よろしいでしょうか。 

 ９番、吉村敏文議員を１０番に、１０番、澤頭好孝議員を１１

番に、１１番、西館芳信議員を１６番に、８番、沼端議員を９番

に、そして１６番、馬場正治議員を８番にということで、それぞ

れ変更いたします。 

 ここで、議席の一部変更に伴う席がえを行います。また、産業

民生常任委員会は第２委員会室で開催をお願いします。 

 

 西館議長  暫時休憩いたします。 

  （休憩 午後０時０８分） 

 西館議長  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

  （再開 午後０時１８分） 

 西館議長  ここで、会議録署名議員の補充をします。 

 本定例会の会議録署名議員に指名されていました私、１１番、

西館芳信でありますが、議長就任のため、１番、澤上 勝議員を

補充指名します。 

 続きまして、産業民生常任委員会における委員長の互選の結果

について報告がありましたので、お知らせいたします。 

 産業民生常任委員会委員長に平野敏彦議員が選任されました。 

 以上、報告いたします。 

 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－３５－ 

 西館議長  日程第１１、選挙管理委員会委員及び補充員の選挙を行いま

す。 

 町選挙管理委員会から平成３０年６月９日をもって、選挙管理

委員及び補充員が任期満了となる旨の通知がありました。よっ

て、地方自治法第１８２条第１項の規定により、議会において委

員及び補充員を選挙するものです。なお、選挙すべき委員及び補

充員の数は、それぞれ４名であります。 

 初めに、選挙管理委員の選挙を行います。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定に

よって、指名推選にしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選で行うこ

とに決しました。 

 お諮りいたします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  異議なしと認めます。よって、議長が指名することに決しまし

た。 

 選挙管理委員に指名する委員の氏名を申し上げます。益田尚彦

さん、相坂一男さん、田中直喜さん、若松ひふ美さん。以上の方

を指名します。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議長において指名しました４人を選挙管理委員の当

選人と定めることにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました４人

が選挙管理委員に当選されました。 

 次に、補充員の選挙を行います。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定に

よって、指名推選にしたいと思います。これにご異議ありません

か。 
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 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選で行うこ

とに決しました。 

 指名する補充員の氏名を申し上げます。第１順位から順に申し

上げます。第１順位、岩崎良一さん、第２順位、中尾千鶴子さん、

第３順位、谷川悟司さん、第４順位、西舘輝一さん。以上の方を

指名します。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議長において指名いたしました４人の方について、順

序のとおり補充員の当選人と定めることにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました４人

の方が順序のとおり補充員に当選されました。 

 

 西館議長  日程第１２、議員派遣の件についてを議題といたします。 

 このことについては、おいらせ町議会会議規則第１２７条第１

項の規定により手続をとるものであります。 

 お諮りします。 

 議員派遣の件については、お手元に配付してあります資料のと

おり、７月１２日、青森市において開催される県下町村議会議員

研修会には全議員を派遣することにしたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  異議なしと認めます。よって、議員派遣の件については、お手

元に配付してあります資料のとおり派遣することに決定いたし

ました。 

 

 西館議長  日程第１３、委員会の閉会中の継続調査の申出についてを議題

といたします。 

 総務文教常任委員長、産業民生常任委員長及び議会運営委員長

から、所管事務等の調査において、おいらせ町議会会議規則第７

５条の規定によって、お手元に配付しました申出書のとおり、閉

会中の継続調査の申し出がありました。 

 お諮りいたします。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすること
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にご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申し出のと

おり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

日程終了の 

告知 

西館議長  以上で、本定例会の会議に付された事件は全て議了いたしまし

た。 

 ここで、町長から発言したい旨の申し出がありましたので、こ

れを許します。演壇にてお願いいたします。町長。 

 

 町長 

（成田 隆君） 

 閉会に当たってお礼の挨拶を申し上げます。 

 平成３０年第２回おいらせ町議会定例会におきまして、議員各

位にはご多用のところ、参集くださいまして、また提案いたしま

した監査委員の選任議案を初め、全ての議案について議決賜り、

厚くお礼申し上げます。 

 議案審議の過程でいただきました、ご意見、ご提言を十分に踏

まえ、今後の町政運営に努めてまいりたいと思います。 

 さて、時は既に昨年より二十日も早く梅雨入りしたということ

ですが、既に町内では小中学校の運動会や田植えの作業も終わ

り、いよいよ当町らしい、美しい田園風景が広がる季節を迎えま

した。 

 議員各位もご承知のように、２日には、昨年から整備を進めて

きた、おいらせ町民プールがオープンしております。 

 また、先日の２日、３日の２日間にわたり熱戦が繰り広げられ

ました上北郡総合体育大会においては、当町の選手団の奮闘によ

り、２年連続となる準優勝に輝いたと報告を受けております。 

 この活躍は、町民のスポーツへの関心を高め、生き生きとした

暮らしへとつながっていくものと思っております。来月に行われ

ます県民体育大会においても、同様の活躍を期待するものであり

ます。 

 なお、恒例のいちょうマラソンが今月の２４日に開催されま

す。今回も９１８名もの多数のエントリーがあり、盛況な大会に

なるものと思っております。議員各位におかれましては、選手の

皆さんを激励し、ともに大会を盛り上げていただきますよう、よ

ろしくお願いします。 
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 また、同日に三沢地区連合観閲式が当町を会場として挙行され

る予定となっております。皆様のご観覧のほどもよろしくまたお

願いします。 

 最後になりますが、議員の皆様には、健康に留意されまして、

ますますご活躍されますことをご祈念申し上げまして、閉会に当

たっての挨拶といたします。 

 ありがとうございました。 

 

閉会宣告 西館議長  これで会議を閉じます。 

 これをもちまして、平成３０年第２回おいらせ町議会定例会を

閉会いたします。ご苦労さまでございました。 

 

  （散会時刻 午後０時２９分） 

 

 事務局長 

（小向正志君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 
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